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2024年度（前期）防災対策調査特別委員会の重点調査事項 
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４ 地震・津波対策について 
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午前９時２５分開会 

○委員長（小森 弘詞） それでは、定刻前ではござ

いますが、おそろいですので、ただいまから防災対

策調査特別委員会を開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。 

 防災対策調査特別委員会の委員長を務めており

ます小森弘詞と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 今年度、北但大震災から１００年の大きな節目を

迎えます。それ以外にも、全国、世界的にも多くの

自然災害が頻発をしておる中で、住民の多くの方が

防災意識を高める大きなきっかけになるこの１年

になるのかなと思っております。市民の生命、財産

を守る要としまして、皆さん方と共に安心・安全に

暮らせる豊岡の推進に向けて尽力してまいりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いをいたしま

す。 

 それでは、まず、協議に入ります前に、自己紹介

を行いたいと思います。 

 今回は、年度当初の委員会であります。４月１日

付で人事異動により防災対策調査特別委員会所管

の当局職員に異動がありましたので、ここで自己紹

介をいただきたいと思います。 

 まず、委員から、改めまして、私、委員長の小森

です。よろしくお願いします。 

 副委員長。 

○委員（義本みどり） 副委員長の義本です。よろし

くお願いします。 

○委員（竹中  理） おはようございます。委員の

竹中です。よろしくお願いします。 

○委員（上田 伴子） おはようございます。委員の

上田です。よろしくお願いします。 

○委員（田中藤一郎） おはようございます。引き続

きよろしくお願いします。田中です。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。委員の

芹澤です。よろしくお願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） おはようございます。荒木で

す。よろしくお願いします。 

○委員長（小森 弘詞） 次に、危機管理部から、名

簿に記載された順でお願いいたします。最後に、事

務局、この順でお願いいたします。 

○危機管理部長（畑中 聖史） 危機管理部の畑中で

す。皆さん、どうぞよろしくお願いします。 

○危機管理課長（松岡 久雄） おはようございます。

危機管理課長の松岡です。よろしくお願いします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 健康福祉部の原田で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） おはようございま

す。健康福祉部で業務改革を担当いたします。兼Ｄ

Ｘ・行財政改革推進課参事の若森でございます。よ

ろしくお願いします。 

○健康増進課長（宮野 千晶） 健康増進課長の宮野

です。どうぞよろしくお願いします。 

○健康増進課参事（澤口久美子） 同じく健康増進課

参事の澤口です。４月からお世話になります。よろ

しくお願いいたします。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） コウノトリ共

生部、坂本です。よろしくお願いします。 

○農林水産課長（浪華  誠） おはようございます。

農林水産課長の浪華です。引き続きよろしくお願い

します。 

○農林水産課参事（村田 光弘） おはようございま

す。農林水産課参事の村田です。どうぞよろしくお

願いします。 

○農林水産課参事（西村 文紀） おはようございま

す。農林水産課参事の西村です。引き続きよろしく

お願いいたします。 

○建設課参事（谷口 浩二） おはようございます。

４月から建設課参事になりました谷口です。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

建設課参事の北村です。引き続きになりますが、よ

ろしくお願いいたします。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） おはようございます。

城崎振興局の冨岡です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○城崎振興局地域振興課長（木村 弥江） 失礼しま

す。おはようございます。城崎地域振興課課長の木



 2 

村です。４月からお世話になります。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○竹野振興局長（吉村 容子） おはようございます。

この４月１日付で竹野振興局長に着任いたしまし

た吉村と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） おはよう

ございます。竹野振興局地域振興課長をしておりま

す小林です。引き続きよろしくお願いします。 

○日高振興局長（柳沢 和男） おはようございます。

日高振興局長の柳沢です。引き続きです。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○日高振興局地域振興課長（吉田 政明） 日高振興

局地域振興課長の吉田です。引き続きよろしくお願

いいたします。 

○出石振興局長（木之瀬晋弥） おはようございます。

４月から出石振興局長を務めさせていただきます

木之瀬でございます。よろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） 同じく出

石振興局地域振興課長の三宅でございます。よろし

くお願いいたします。 

○但東振興局長（井上 靖彦） おはようございます。

但東振興局長の井上です。よろしくお願いいたしま

す。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） おはよ

うございます。但東地域振興課参事の木下でござい

ます。部署は替わりましたが、引き続きよろしくお

願いします。 

○上下水道部長（谷垣 康広） おはようございます。

この４月の異動で上下水道部長を拝命いたしまし

た谷垣です。よろしくお願いいたします。 

○下水道課長（野畑 修身） おはようございます。

４月の人事異動で下水道課長を拝命しました野畑

です。よろしくお願いします。 

○下水道課参事（羽渕 浩史） おはようございます。

４月から下水道課の参事になりました羽渕です。よ

ろしくお願いします。 

○消防長（井﨑 博之） おはようございます。消防

本部消防長の井﨑でございます。よろしくお願いい

たします。 

○消防本部参事（土肥  貢） おはようございます。

消防本部参事の土肥でございます。よろしくお願い

いたします。 

○消防本部参事（井上 光彦） ４月から消防本部参

事になりました井上でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○事務局総務係長（舩越 初美） 失礼します。４月

からこちらの委員会の事務局を担当させていただ

きます舩越と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員長（小森 弘詞） 紹介は終わりました。 

 それでは、４番の協議事項に入ります。 

 現在、常任委員会、特別委員会の会議録を市議会

ホームページで公開しています。つきましては、委

員の皆さん、当局の皆さんにおかれましては、次の

２つの点にご留意願います。１つ目は、数字や年月

日などについて、言い間違いのないように正確にお

願いします。２つ目は、個人情報や未確定事項など

について、不適切な発言がないように慎重を期して

ください。 

 まず、１、委員会所管事項について、別添資料と

して、本日、２０２５年度豊岡市事務概要をタブレ

ットのほうに掲載しております。事務概要書に基づ

き、当局から説明を一通り受けた後に、各委員から

質疑を受けたいと思いますので、次第に記載の危機

管理部、都市整備部、上下水道部の順でお願いしま

す。 

 それでは、危機管理部危機管理課よりお願いしま

す。 

 危機管理課、松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） それでは、３ページ

をお開きください。危機管理課からは、重点事項と

して、防災対策の推進としております。 

 まず、現況と課題です。全国各地においては、台

風、豪雨、地震、大規模な山火事等による災害が発

生しており、本市では、近年、大災害はないものの、

毎年自然の脅威にさらされており、災害に備える準

備が必要であると考えております。２０２４年に実

施しました市民津波避難アンケートでは、あなたは
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津波ハザードマップをご存じでしたかの問いに対

し、津波ハザードマップを見て、内容も覚えている

と回答した方が全体の２１．９％であったことに対

して、多くの市民が、見たことはあるが、内容まで

は覚えていない、存在することを知っていたが、見

たことはないなどと回答しており、津波ハザードマ

ップの認知度の低さが表面化したところです。災害

から市民が命を守るためには、配布している防災マ

ップや津波ハザードマップで市民自らが地域の災

害リスクを知り、早く安全に避難できる事前準備が

重要であり、防災マップ、津波ハザードマップによ

る災害リスクの認知向上とマイ避難カードによる

避難行動の推進の継続的な取組が必要であると考

えております。 

 基本方針としまして、市民が災害リスクを知り、

避難活動を実施するためには、自分たちが住む地域

による防災訓練、防災学習会、出前講座などを実施

することが、自助、共助の観点の意識の向上から防

災力の強化に効果が高く、これらの取組を地区の災

害リスクに応じて実施したいと考えております。 

 概要です。まず１つ目ですが、市職員の災害対応

能力の向上として、５月２４日土曜日に大雨洪水対

応訓練を実施します。 

 次に、２つ目ですが、市民の訓練として、６月１

８日水曜日と１１月５日水曜日に全国瞬時警報シ

ステムによる地震安全確保行動訓練を実施します。

また、８月最後の日曜日の３１日には豊岡市市民総

合参加訓練を実施、今年度は地震を想定した訓練と

いたします。さらに１１月５日水曜日には、日本海

沿岸地域地震を想定した訓練として、兵庫県津波一

斉避難訓練を実施します。 

 次に、３つ目ですが、地域防災力の向上として、

市内２地区を対象に、防災ワークショップを実施し

ます。また、防災出前講座も随時実施します。「風

水害時の逃げ時を考えよう～マイ避難カードの作

成について～」など全７メニューを今年度実施しま

すが、今年度からは、「防災リュック（非常用持出

袋）を考える」、それから、「津波からの避難を考

える「逃げ地図」を作ろう」の２メニューを追加し

ました。次に、自主防災組織資機材整備に係る補助

金ですが、市では、自主防災組織等の育成及び強化

を図るため、防災資機材の整備に対して補助金を交

付しています。各区へは、４月の区長便で周知する

予定となっております。 

 最後に、防災啓発事業についてですが、４月の市

長定例記者会見でもありましたとおり、５月に北但

大震災１００年メモリアル事業を実施します。危機

管理課では、５月の１２日から５月の２５日まで豊

岡稽古堂で実施する企画展示と、５月２３日に港中

学校で実施する防災事業を担当します。また、１０

月には、台風２３号メモリアル事業、防災の集いの

実施を予定しております。 

 危機管理課からは以上です。 

○委員長（小森 弘詞） 次に、都市整備部建設課、

お願いします。 

 建設課、谷口参事。 

○建設課参事（谷口 浩二） よろしくお願いします。 

 ４ページをご覧ください。雪害対策事業の推進に

ついてご説明いたします。 

 現況と課題です。冬季における交通確保では、車

道約６３０キロ、歩道約１１５キロ、合計しますと、

約７４５キロの市道等を１８７台の車両により除

雪作業を行っております。課題としまして、除雪機

械等の老朽化が進んでいく中で、受託者所有機械の

更新が進まない状況であるとともに、作業員の高齢

化により、業者の確保が困難な状況になりつつあり

ます。 

 概要です。除雪対策としまして、１つ目、除雪機

械の更新等では、除雪ドーザー２台を更新し、豊岡

地域、日高地域にそれぞれ配備いたします。 

 ２つ目の消雪施設の更新等では、消雪装置点検時

に問題があった施設を対象に修繕を実施します。内

訳ですが、ア、赤崎江原線３号井戸更新として、２

０２３年度に井戸調査を実施した結果、水量不足が

確認されたことから、新規の井戸を計画することに

なりました。２０２４年度には、新規井戸の選定及

び発注のための地質調査及び設計業務を実施して

おります。２０２５年度には、冬季の降雨に対応で
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きるよう努めたいと思っております。 

 イ、赤崎江原線消雪工事舗装復旧工事、２０２２

年度から２０２４年度までに消雪装置の修繕工事

を実施してきました。２０２５年度は、赤崎江原線

延長約７７０メートルの舗装修繕工事を実施しま

す。 

 ウ、小田井寿上陰線消雪ノズル改修工事です。五

荘大橋の道路取り合い部の道路沈下が大きく進行

しており、車両の通行に支障を来しており、道路改

良工事を実施予定です。道路改良に伴い、消雪散水

管の改修工事も実施するものです。 

 エ、東山一の湯線消雪施設更新工事、消雪工整備

後、約３０年が経過、また、下水道工事や無電柱化

事業の影響により、消雪設備及び周辺の舗装が沈下

した状況です。２０２５年度には、消雪工１３０メ

ートルの更新と舗装工１，３００平米を実施予定で

す。 

 オ、竹野地区消雪ポンプ更新、竹野地区の消雪ポ

ンプは、老朽化により、排水機能にも支障が生じて

いる状況です。そのため、消雪ポンプを順次更新し

ています。２０２５年度には、２基のポンプを更新

する予定です。 

 カ、竹野地区消雪ノズル交換工事、老朽化により、

散水ノズルの破損や機能低下により、水量調整がで

きないため、ノズル交換を実施します。２０２５年

度は４０個のノズルを交換しています。 

 ３つ目の補助金の内訳ですが、ア、豊岡市除雪機

整備事業補助金として、市内の自治会または地域コ

ミュニティ組織を対象に、市道、生活道路の除雪を

行うために購入する除雪機について、その購入経費

の一部を補助するもので、除雪機１台につき対象経

費の３分の２以内で補助します。上限は１５０万円

としております。２０２４年度の申請件数は、４件

の申請がありました。 

 ５ページをお願いします。イ、除雪機械運転資格

取得事業補助金として、近年、全国的に除雪作業の

担い手不足が深刻化しており、安定的な地域除雪体

制を確立するため、豊岡市内に事業者を置く除雪事

業者を対象に補助を予定しております。ただし、本

市内の除雪等作業に従事する予定の者の資格に取

得をさせる場合に限っております。補助対象経費に

ついては、大型特殊免許及び大型自動車運転免許の

取得費用、車両系建設機械運転技能講習の受講費用

になります。補助率は３分の１、上限２０万円を予

定しております。 

 私からは以上です。 

○委員長（小森 弘詞） 建設課、北村参事。 

○建設課参事（北村 省二） 円山川水系河川整備事

業の推進についてご説明をさせていただきます。 

 ６ページをご覧ください。まず、現況と課題です

が、２０１３年度から、円山川水系河川整備計画を

基に河川整備事業が実施されております。現在、防

災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策の

予算を活用し、早期完成に向けて整備を加速し、進

めているところでございます。治水安全向上のため、

国と県及び市が緊密な連携の下に、今後も住民の意

見を尊重しながら、積極的な事業の推進を図ること

が必要と考えております。 

 概要ですが、１、円山川水系河川整備計画から、

（１）下流部無堤対策として、アの瀬戸・津居山地

区では、漁協関係者や地元役員への説明会を継続し

て実施されております。工事の実施につきましては、

上流部から実施されており、現在のところ、未定と

お聞きしております。イのひのそ他地区では、地元

調整、特殊堤整備を来日地区で実施されるとお聞き

しております。 

 （２）遊水地整備では、アの中郷地区下池では、

囲繞堤のほか、遊水地内の掘削、樋門整備を実施さ

れるとお聞きしております。また、上池についても、

囲繞堤のほか、遊水地内の掘削を実施されるとお聞

きしております。 

 （３）上流部無堤対策では、アの日置地区では、

堤防整備及び道路改良を実施されます。イの鶴岡地

区では、用地取得のほか、堤防整備が実施されます。

ウの日高地区については、暫定堤防が完成しており

ますが、引き続き地元調整を実施されます。 

 ７ページをご覧ください。（４）堤防強化整備で

は、立野地区において堤防強化が実施されます。 
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 ２、要望活動ですが、近畿直轄河川治水期成同盟

会連合会で国交省及び財務省に要望を予定してお

ります。また、必要に応じて、随時要望活動を実施

いたします。 

 以上で建設課の説明は終わります。 

○委員長（小森 弘詞） 次に、上下水道部下水道課、

お願いします。 

 羽渕参事。 

○下水道課参事（羽渕 浩史） よろしくお願いしま

す。 

 ８ページをご覧ください。雨水整備事業について

説明させていただきます。 

 現況と課題、基本方針についてですが、雨水整備

事業は、雨水幹線３９．７キロの計画に対して、約

１６．６キロの整備を終え、現在の整備率は約４１．

９％となっています。今後も、市の財政状況を勘案

しながら、雨水整備事業を進める必要があります。 

 ２０２５年度の予定事業としましては、内水浸水

想定区域図が昨年度完成しましたので、本年度、市

ホームページにて公表を予定しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（小森 弘詞） ほかにありませんか。 

 説明は終わりました。 

 質問等はございませんでしょうか。ないですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） これは、危機管理部のところ

になるんかな。消防団のことについては、危機管理

部でいいんでしょうか。 

 ここの説明の中にはちょっとあまりあれだった

んですけど、消防団の活動について、地元なんかで

も消防団員の不足が大変あったりして、ほかのとこ

ろに結婚しておられる男性の方が地元のほうに協

力的にそのときには帰ってきて参加するというよ

うなことがあるんですけれども、そういう消防団不

足に対しての危機管理課のそういうような何か方

針がありますでしょうか。 

○委員長（小森 弘詞） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） まず、消防団につい

ては、全体の担当窓口として危機管理課持っており

まして、あと、豊岡の分団、消防団の場合は地域ご

とに分団がございまして、本庁の危機管理課のほう

は豊岡の分団、あと、各振興局のほうには、日高で

すとか出石ですとか、各地域の分団の担当窓口とい

うふうな形で運営、また、その団のほうの運営のサ

ポート等をさせていただいております。先ほど委員

がおっしゃったように、確かに団員不足といいます

か、当然世代交代とか、そういった感じの、要は団

員に対する諸問題というのも課題等ありまして、そ

れぞれ各団で当然考えていくところもございまし

て、一応行政としましても、一緒になって、どのよ

うな形で、事業といいますか、推進していけばいい

かというようなところを相談しながら進めていく

という形にしておりますので、今回のちょっと議題

のほうには出しておりませんけれども、一応消防団

の活動についても重要な当然活動の一つでござい

ますので、そちらのほうもこれまでどおり、それは

きちっと力を入れて対応していきたいというふう

に思っております。 

○委員長（小森 弘詞） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今言われたように、地域の防

災については、消防団の役割も本当に大きなものが

ありまして、やはり自助・公助・共助の中での大き

な役割を担っていると思います。何かあったら、や

っぱり地域の方は公のほうと同時に、地元の消防団

というのはすごくみんな頼りにするところであり

ますので、しっかりとそれぞれの消防団、地域、振

興局ごとの管理とか、豊岡は豊岡のことであると思

いますけれども、しっかりとそういうとこら辺、悩

みとかも、そんなんも聞いて、サポートをしていた

だくようによろしくお願いいたします。 

○委員長（小森 弘詞） ほかにございませんか。 

 それでは、ないようですので、事務概要について

はこの程度でとどめておきたいと思います。 

 以上で当局職員の方はご退席いただいて結構で

す。お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 暫時休憩します。 

午前９時４８分休憩 

──────────────────── 
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午前９時５１分再開 

○委員長（小森 弘詞） それでは、委員会を再開い

たします。 

 次に、協議事項２番、管外行政視察についてを議

題といたします。 

 管外行政視察は、例年、７月に１泊２日で実施し

ております。本日、日程と行き先についてご議論を

いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前 ９時５２分休憩 

──────────────────── 

午前１０時００分再開 

○委員長（小森 弘詞） それでは、委員会を再開い

たします。 

 まず、管外行政視察についてですが、日程を７月

１４、１５、２日間を仮押さえをしていただくとい

うことで、この日程候補で進めていきます。内容に

つきましては、阪神大震災から３０周年の節目でも

ありますし、地震関係の視察先を近隣で正副一任で

検討させていただくということでご異議ございま

せんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小森 弘詞） ありがとうございます。で

は、その方向で検討し、また、情報を共有させてい

ただきます。 

 次に、昨年１１月に委員の皆様と協議、検討しま

した防災対策調査特別委員会重点調査事項につい

て、２０２５年度後期分として変更はないでしょう

か。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小森 弘詞） それでは、変更なしという

ことで、この内容で進めてまいります。 

 そのほか何かご意見、発言ございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小森 弘詞） それでは、以上をもちまし

て本日の防災対策調査特別委員会を終了いたしま

す。お疲れさまでした。 

午前１０時０１分閉会 

──────────────────── 


